
日本やネパールで長年暮らしていたコリーヌ・アトラン（2003年ヴィラ九条山レジデント）は、日本の文学作
品の翻訳を数多く手がけてきました。彼女自身が著した作品もまた、愛着を抱く場所や文化に根ざしてい
ます。処女小説『Le Monastère de l’aube (曙の僧院）』には、幕末から明治初期にかけて、高野山からヒ
マラヤにいたる僧侶の精神の旅路が語られています。また、『Un automne à Kyoto（京都の秋)』（2018年）、

『Petit éloge desbrumes（雲霧礼賛）』（2019 年）など、夢想や遠方への嗜好に導かれた道程をたどり直
すエッセイも出版しています。講演後にはサイン会を行います。

入場無料　逐次通訳付 
Entrée libre / Traduction consécutive
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ニホンザルの生活と
文化的行動
写真展と講演会
SARU, 
SINGES DU JAPON 
EXPOSITION ET CONFÉRENCE

入場無料
Entrée libre

講演会：2月1日（土） 16：00～18：00
写真展：2月1日（土）～3月13日（金）※
※火曜～土曜：10：00～18：00  2月29日（土）は13：00まで
写真展オープニング：2月1日（土） 18：30
 
VERNISSAGE / TALK : 1ER FÉVRIER À L’INSTITUT FRANÇAIS, KYOTO 

会場 : アンスティチュ・フランセ関西ー京都
主催：アンスティチュ・フランセ関西　 
共催：京都大学霊長類学・ワイルドライフサイエンス・リーディング大学院（PWS）、
       公益財団法人日本モンキーセンター（JMC）

  p
ho

to
 ©

 A
le

xa
nd

re
 B

on
ne

fo
y



日本やネパールで長年暮らしていたコリーヌ・アトラン（2003年ヴィラ九条山レジデント）は、日本の文学作
品の翻訳を数多く手がけてきました。彼女自身が著した作品もまた、愛着を抱く場所や文化に根ざしてい
ます。処女小説『Le Monastère de l’aube (曙の僧院）』には、幕末から明治初期にかけて、高野山からヒ
マラヤにいたる僧侶の精神の旅路が語られています。また、『Un automne à Kyoto（京都の秋)』（2018年）、

『Petit éloge desbrumes（雲霧礼賛）』（2019 年）など、夢想や遠方への嗜好に導かれた道程をたどり直
すエッセイも出版しています。講演後にはサイン会を行います。

写真展と講演会「ニホンザルの生活と文化的行動」
CONFÉRENCE ET EXPOSITION « SARU, SINGES DU JAPON »  

霊長類学者であるマリー・プレやセドリック・スュウールたちの協力の元、写真家のアレクサンドル・ボンヌフ
ォワは、下北半島の森林、島、山、そして屋久島のユネスコの世界遺産に登録されている森林への三度の旅
の後、ニホンザルについてのシリーズを完成させました。この展覧会では、その中から選んだ作品が展示され
ます。オープニングでは、写真集の販売およびサイン会を行います。
ニホンザルには多様な慣習的行動が見られます。雪玉で遊んだり、温泉に浸かったり、小石をこすり合わせた
り、また、食べ物を洗ったりします。このようないわば文化的な行動は一般的にはあまり知られていません。
写真展初日に開催される講演会では、セドリック・スュウールがニホンザルの多様な行動や、この魅力的な
サルの文化的行動がどのように確立されたのかを紹介し、霊長類学者の京都大学松沢哲郎特別教授と対
談します。

En collaboration avec les primatologues Marie Pelé et Cédric Sueur, le photographe Alexandre 
Bonnefoy a réalisé une série d’oeuvres sur les singes du Japon à la suite de trois voyages au 
coeur des forêts, des îles et des montagnes de la péninsule de Shimokita aux forêts classées au 
patrimoine mondial de l’UNESCO de l’île de Yakushima.
Les macaques japonais présentent une grande variété de traditions dans leurs comportements. 
Certains jouent avec des boules de neige, d’autres prennent des bains dans les sources d’eau 
chaude, entrechoquent des cailloux ou bien encore lavent leurs aliments. Ces comportements 
que l’on peut qualifier de cultures restent cependant très peu connus du grand public. 
Cédric Sueur présentera lors de cette conférence la diversité de ces comportements 
et la mise en place de cultures chez cette espèce de singes fascinante et discutera 
avec le professeur Matsuzawa Tetsuro, primatoloque réputé de l’université de Kyoto.

講演会：2月1日（土） 16：00～18：00 逐次通訳付
写真展：2月1日（土）～3月13日（金）※  写真展オープニング：2月1日（土） 18：30
※ 火曜～土曜：10：00～18：00  2月29日（土）は13：00まで
会場：アンスティチュ・フランセ関西ー京都  入場無料　
Exposition : du 1er février au 13 mars (voir horaires sur le site Internet)
Talk (16h) et vernissage (18h30) : 1er février @ Institut français, Kyoto
Entrée libre / Traduction consécutive (talk) 

セドリック・スュウール  動物行動学者
Cédric Sueur, éthologue

松沢哲郎  霊長類学者 
京都大学高等研究院　特別教授
Matsuzawa Tetsuro, primatologue


